




























向けると，1937 年 12 月 14 日，北京に中華民国臨時政府（以下，臨時政府）














































































































































































































































































































































































の在留邦人の子供による作文が 3 編だけ収録されている。うち 1 編「兵隊さ
んと中国の子供」は，高等小学校 1 年生が，日本兵が中国の物乞いの子供に
菓子や衣服を与える光景を書いて日本軍の宣撫工作を称える内容であり［石
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